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臨
時
休
業
は
15
校
、
学
年
閉
鎖

は
７
校
で
13
学
年
、
学
級
閉
鎖

は
35
校
で
93
学
級
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
龍
城
ケ
丘 

整
備
事
業
の
整
合
性

問
　
市
長
は
令
和
４
年
度
施
政

方
針
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
龍
城
ケ

丘
の
整
備
事
業
に
一
言
も
触
れ

て
い
な
い
が
、
理
由
を
伺
う
。

龍
城
ケ
丘
整
備
事
業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
に
照
ら
せ
ば
、
ア
ウ

ト
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
総
合

計
画
改
訂
基
本
計
画
を
着
実
に

実
施
す
る
と
し
て
い
る
。
事
業

を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
議
会

で
の
議
論
や
市
民
へ
の
説
明
の

機
会
の
際
に
意
見
を
聞
く
こ
と

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
整
合
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
。

問
　
海
辺
の
整
備
事
業
に
約
２

億
６
千
万
円
、
園
路
整
備
に
約

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

及
び
関
連
す
る
諸
問
題
を
問
う

端
　
文
昭 

議
員

１
億
２
千
万
円
を
計
上
し
て
い

る
が
、
４
年
度
の
事
業
内
容
を

伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
３
年
度
か
ら

繰
り
越
す
予
算
で
実
施
設
計
、

既
存
施
設
の
撤
去
、
造
成
工
事

を
実
施
し
、
４
年
度
当
初
予
算

で
公
園
設
計
監
理
、
仮
囲
い
な

ど
の
工
事
や
塩
と
風
の
調
査
な

ど
を
実
施
す
る
。
園
路
整
備
で

は
、
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
の
公
園

問
　
な
ぜ
市
長
コ
ラ
ム
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

を
「
災
害
」
と
し
た
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　「
災

害
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
市
民

に
最
大
限
の
警
戒
を
促
し
、
市

が
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
た
い
と
考
え
た
。

問
　
災
害
対
策
基
本
法
な
ど
で

災
害
指
定
は
さ
れ
て
い
な
い

が
、
災
害
指
定
さ
れ
れ
ば
、
失

業
給
付
の
特
例
、
二
重
ロ
ー
ン

の
減
免
、
家
の
手
当
な
ど
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
国
や
県

に
災
害
指
定
す
る
よ
う
働
き
か

け
た
ら
ど
う
か
。

市
長
室
長
　
今
後
、
市
長
会
な

ど
を
通
じ
て
国
や
県
へ
の
働
き

か
け
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
供
の
学
び
を
保
障
す
る

た
め
の
、
学
校
や
教
育
委
員
会

の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長
　
各
校
で
は
学
校
の
実

情
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援
ソ
フ

ト
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

用
し
て
学
校
と
自
宅
な
ど
を
つ

な
ぐ
手
段
を
確
保
し
、
学
び
を

止
め
な
い
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
国

や
県
の
通
知
を
踏
ま
え
学
習
保

障
・
学
習
機
会
の
提
供
の
手
段

を
「
本
市
に
お
い
て
目
指
す
べ

き
姿
」
と
し
て
各
校
に
示
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
　
市
立
小
中
学
校
の
臨
時
休

校
、
学
年
閉
鎖
、
学
級
閉
鎖
の

状
況
を
伺
う
。

教
育
長
　
令
和
４
年
３
月
３
日

ま
で
の
延
べ
数
で
学
校
全
体
の

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

しらさぎ・無所属クラブ 所 属 議 員

歴
史
を
活
か
し
誇
り
あ
る
　

『
ひ
ら
つ
か
』
を
創
ろ
う

臼
井 

照
人 

議
員

と
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
の
回
遊
性
を

高
め
る
た
め
に
、
自
転
車
も
通

行
可
能
な
園
路
を
整
備
す
る
。

問
　
自
治
会
や
住
民
か
ら
の
要

望
書
へ
の
対
応
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
原
則
「
市
長

へ
の
手
紙
」
と
し
て
取
り
扱

い
、
回
答
し
て
い
る
。

問
　
塩
害
・
風
害
調
査
の
結
果

を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
調
査
の
結
果

か
ら
現
況
を
把
握
し
、
必
要
が

あ
れ
ば
対
策
は
講
じ
た
い
。

外
出
支
援
・
移
動
支
援 

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

問
　
市
内
４
団
体
の
外
出
支
援

活
動
へ
の
本
市
の
関
わ
り
と
評

価
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
各
地
区
に
赴
き
運

営
に
必
要
な
情
報
提
供
や
安
全

運
転
講
習
会
の
実
施
な
ど
を

行
っ
た
。
地
域
住
民
が
主
体
と

な
り
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
外
出
支
援
活
動
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入

の
見
解
と
検
討
状
況
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
地
域
の
実
情
や
課

題
を
考
慮
し
最
善
な
手
法
を
議

論
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
地
域
公
共
交
通

の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

『
ひ
ら
つ
か
』 

名
前
の
由
来

問
　
学
校
教
育
で
本
市
の
由
来

を
ど
う
教
え
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
部
長
　
小
学
校
学
習

指
導
要
領
で
は
市
町
村
の
名
前

の
由
来
に
つ
い
て
学
習
す
る
と

の
記
載
は
な
く
、
必
ず
学
習
す

る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

問
　
平
塚
４
丁
目
に
あ
る
平
塚

の
塚
緑
地
と
『
ひ
ら
つ
か
』
の

地
名
の
つ
な
が
り
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
江
戸
時
代
後

期
に
幕
府
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ

れ
た
「
新
編
相
模
国
風
土
記

稿
」
に
、「
平
安
時
代
に
桓
武

天
皇
の
血
を
引
く
平
政
子
と
い

う
方
が
こ
の
地
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
こ
こ
に
埋
葬
し
て
塚

を
築
い
た
と
こ
ろ
、
塚
の
上
が

平
ら
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
塚

と
い
う
地
名
の
由
来
に
な
っ
た

と
、
土
地
の
人
々
に
伝
わ
っ
て

い
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
塚
が
地
名
の
由

来
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

問
　
桓
武
天
皇
の
流
れ
を
く
む

市
と
い
う
こ
と
を
市
民
に
周
知

し
、
郷
土
愛
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
文
献
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
今
後
も
周
知

し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
市
内
全
て
の
子
供
た
ち
の

必
須
教
育
に
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
行
う
た
め
、

難
し
い
状
況
だ
が
「
わ
た
し
た

ち
の
平
塚
」
と
い
う
副
読
本
へ

の
記
載
を
検
討
し
た
い
。

大
河
ド
ラ
マ 

鎌
倉
殿
の
１３
人
か
ら

問
　
平
塚
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
と
地
域
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
平
安
末
期
か

ら
鎌
倉
初
期
の
主
な
人
物
は
、

真
田
の
真
田
与
一
忠
義
、
岡
崎

の
岡
崎
四
郎
義
実
、
土
屋
の
土

屋
三
郎
宗
遠
と
土
屋
次
郎
義

清
、
豊
田
の
豊
田
次
郎
景
俊
、

田
村
の
三
浦
平
六
義
村
、
山
下

の
虎
女
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
　
ド
ラ
マ
に
関
連
す
る
民
間

の
団
体
な
ど
は
あ
る
の
か
。

社
会
教
育
部
長
　
手
作
り
甲
冑

に
よ
る
武
者
行
列
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
す
る
真
田
与
一
の

郷
づ
く
り
協
議
会
や
、
土
屋
一

族
の
墓
前
整
備
や
歴
史
勉
強
会

な
ど
を
行
う
土
屋
三
郎
宗
遠
公

遺
跡
保
存
会
な
ど
が
あ
る
。

問
　
七
夕
ま
つ
り
に
武
者
行
列

の
参
加
依
頼
が
出
来
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長
　
第
70
回
七
夕

ま
つ
り
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
進
め
て
お
り
、
一
つ
の

提
案
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

問
　
神
奈
川
県
「
鎌
倉
殿
の
13

人
」
連
携
協
議
会
と
は
ど
の
よ

う
な
組
織
な
の
か
。

社
会
教
育
部
長
　
関
係
16
自
治

体
が
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
連
絡
調
整
や
情
報
交
換

を
図
る
た
め
に
県
が
設
置
し
た

組
織
で
あ
る
。

問
　
本
市
独
自
の
周
遊
マ
ッ
プ

な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
観
光
協
会
と

早
急
に
検
討
し
な
が
ら
、
情
報

発
信
を
し
て
い
く
。

問
　
こ
の
ド
ラ
マ
を
本
市
の
各

施
策
に
活
か
せ
な
い
の
か
。

市
長
　
社
会
教
育
全
体
と
し

て
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て

地
域
を
愛
し
て
い
く
た
め
の
歴

史
を
再
発
見
す
る
こ
と
も
必
要

と
思
っ
て
い
る
。

渡部 亮 議員 江口 友子 議員 府川 勝 議員

■�婚外子差別撤廃のための戸籍法改正を国に求める意
見書（抜粋）
　2013年９月４日、最高裁判所大法廷は、14名の裁判
官全員一致で、婚外子の相続分を婚内子の２分の１と
する民法の規定（民法900条第４号但書前段）を憲法
違反と決定した。すでにこの規定は、同年の臨時国会
で改正され、発効している。法務省は同時に、出生届
の嫡出子、嫡出でない子の別の記載欄を撤廃する「戸
籍法改正案」を準備していたが、同年９月26日に最高
裁判所第一小法廷が、この戸籍法第49条第２項第１号
の規定を合憲と判断したこともあり、「緊急性を要し
ない」という理由で改正案の提出を見送った。
　しかし、婚内子と婚外子を分かつ最も大きな民法上
の規定が廃止された以上、この規定は、ほとんど意味
を成さないものである。また戸籍実務上も、出生届に
基づく戸籍の作成にあたって、全く必要のないもので
ある。
　よって、国会及び政府におかれては，次の事項につ
いて特段の配慮をされるよう当市議会は強く要望す
る。
　１．�戸籍法第49条第２項第１号を削除し、出生届に

おける、嫡出子、嫡出でない子の別の記載欄を
廃止すること。

　２．�戸籍法第13条第４号及び第５号を改正し、戸籍
の実父母との続柄及び養親との続柄を廃止し、
続柄廃止に伴い性別を明らかにする必要がある
場合は性別欄を設けるよう改正すること。

　議員から、次の意見書が提案
され、賛成多数で可決しました。
ホームページには全文を掲載し
ています。意見書

し た可 決

　議会には、議員の調査研究のため、
図書室の設置が法律により義務付けら
れています。
　本市議会では、開かれた議会とする
ため、市役所本館８階の議場前の開放
したスペースに議会図書室を設け、市
民・議会・行政が共同で利用できる環
境をつくりました。
　議会図書室には、白書などの政府刊
行物や市の行政資料、地方自治や政策
に関する書籍・雑誌などがあります。
また、会議録や議会だよりなどを配架
し、情報発信に努めています。
　ご利用いただける時間は、平日の午
前８時30分から午後５時までとなります。

議会図書室のご案内


